鷺水の新出浮世草子『初音物語』(巻一・四) : 翻刻と解題 by 藤原 英城
　　　　
はじめに
　
本稿は浮世草子作者として宝永期を中心に活動した青木鷺水の新出
浮世草子『初音物語』の翻刻と解題である。〔書誌〕　　
初音物語
　
刊本
　
小本
　
四巻二冊（巻二・三欠）
表
　　　
紙
　
 縹色無地、雲霞に秋草渋引模様原表紙。縦一五・三糎横一一・〇糎。
本
　　　
文
　
 四周単辺。縦一二・九糎横九・三糎。半丁一〇行毎行二二字前後。
構
　　　
成
　
 巻之一
　
一七丁（序一丁「乙」 、目録二丁「一、二」 、本
文一四丁「一～十四」 ） 。
　　　　　　
巻之四
　
一四丁（本文一四丁「一～十四」 ） 。
挿
　　　
絵
　
 巻之一
　
見開三面（二ウ・三オ、六ウ・七オ 十二ウ・
十三オ） 、半丁一面（九ウ） 。
　　　　　　
 巻之四
　
見開三面（二ウ・三オ、六ウ・七オ、十二ウ・
十三オ） 、半丁一面（十オ） 。
題
　　　
簽
　
 原題簽（巻一のみ一部存、巻四は欠） 。子持左肩、茶色無地「
廻国初（以下落剝） 」 。角書は団扇文様。縦一一・〇
糎横二・六糎（巻一、剥落跡） 。
序
　　　
題
　
なし。
目
　
録
　
題
　「初音物語巻之一目録」 。
内
　　
題
　「初音ものかたり巻之一（四） 」 。
尾
　　
題
　「初音ものかたり巻之一」 「初音物かたり巻四終」 。
板
　　
心
　
 序「 〈ハツネ巻之一序
　
丁付〉 」 、目録「 〈ハツネ巻之一目
　
丁付〉 」 、 本文「 〈ハツネ巻之一（四）
　
丁付〉 」 。ただし、
巻一「九」下部の「〉 」 、巻四「四」上部の「 〈」なし。
 句
　　　
読
　「
〇
」と「
●
」が混在。
作
　　
者
　
青木鷺水（改竄・編集者、 「備考」参照） 。
序
　　
者
　
白梅園鷺水。
画
　　
者
　
未詳（吉田半兵衛風） 。
所
　
蔵
　
者
　
 京都大学大学院文学研究科図書館（国文学／Ｐｅ／８２） 。
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藤
　
原
　
英
　
城
鷺水の新出浮世草子『初音物語』 （巻一・四）
一
刊
　　　
記
　
 「宝永四歳／亥仲秋吉祥日／武州／万屋清兵衛／洛陽／西村市郎右衛門／梓行」 。
諸
　　　
本
　
底本のみ。
備
　　
考
　
 本書は『浅草拾遺物語』 （貞享三年正月、 洛下旅館序 ・ 刊）の新補・改題改竄本である（ 〔解題〕参照） 。旧板木の使用以外に以下の箇所に新補 ・ 覆刻が確認できる （なお、 『浅草拾遺物語』巻一「十四」以下、巻四「十一」以下は欠丁のため不明） 。
　　　　　　
 【新補】序・目録・本文章題・本文（巻一の一「一
～
四
ウ（八行まで）
」 ） ・挿絵（巻四「二ウ・三オ」 ） 。
　　　　
 【覆刻】巻一「四ウ（九～一〇行） 」 「九～十三」 、 巻四「一 ・二オ・三 ・四・六」 。
〔梗概〕（巻一‐一）大和国宇田の国見山の僧玄光は六十六部となり善光寺に向かう途中、上州駒場村で腹痛のため宿を借りるが、宿の主は請人となった奉公人が逐電し、その責を負って明日までに田地を売り渡さなければならないことを語る。玄光は法事 に預かった金百両から手当を施し、主夫婦を助ける。翌朝、主が玄光の寝間を覗くと、玄光は殺害されていた。女房の金目当ての犯行であった。その後主はまもなく病死したが、女房は人面瘡を発症し今も長らえる。（巻一‐二）京の吉祥院の開帳の折、遊山客が池で釣りをしていると大蛇が現れ、石を投げつけると浮藻や脱ぎ捨てられていた草鞋などが
蛇に変じ襲いかかってきた。驚いて在所の者にこの不思議を語ると、そこは神の御池で、その池の魚には神の御紋があると言う。しかし、釣った魚には紋はなく 大笑いして遊山を続けた。（巻一‐三）長崎の金持ちの次男成田元斎は京で医者修行をしていたが、松風という遊女に馴染み、零落する。しかし、松風は世話を欠かさず、元斎帰国の折、落ちぶれた姿を揶揄された無念さを語る元斎慰め、松風は心尽くしの旅支度を施す。帰国した元斎が松風のこれまでの情けを語ると両親は感じ入り、松風を請け出 て嫁とした。（巻一‐四）武蔵野の向の岡を訪ねる途中、入間の宿での茶飲み話に老女が次のような不思議な話を語る。元武士の宮尾何某の一人娘が十六歳のある夜、夢に白髪の翁が現れてこ 菓
このみ
を食べよと言う。目覚
めると珍しい菓が置いてあり それを食べて以来娘は菓だけしか食べなくなったが、ある夕、忽然と翁 現 、娘を連れて消え去った。三十年後、この娘 当時の姿で向の岡で草花を眺めているのが発見されたが、すぐにまた消えてしまった。娘は仙術を得たのだろうか。（巻四‐一）京の醍醐山を巡り、栗栖野の旧友の宿で主が次のような話を語る。去る頃、化生がこ 辺りに出没すると 噂 頻りであったが、何某の六右衛門が通りかかると青ざめた大法師や一つ目の女、恐ろしい老女、美しい若衆 どが現れ 。さら 化粧をした尼が出現したところで切り付け 夜 明けてみ 、道端 石仏に刀 刺さっていた。その石仏は霊験あらたかで参拝者 絶えなかったが 祈念する者たちの執心が宿 それらの化生と て現れた あった。それ以後、参詣者は絶え、変
へん
化げ
も止んだ。
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二
（巻四‐二）妻の一周忌に剃髪して、善光寺や関東の名所を巡った男がさらに高野山に詣でての下向の折、女郎花の盛りを見て「花さくな爰は高野ぞおんなへし」と自慢心に発句を詠んだところ、小さな僧が忽然と現れ、句のせいで花が萎れてしまったことを非難する。僧が上五文字を「名をかへよ」と改めて吟じたところ、花は再び咲き誇り、僧は消え去った。遍照金剛の慢心の戒めとありがたく、 男は下向した。（巻四‐三）ある難波男が妾三人・舞子二人・太鼓持ち五人・さる方の娘一人を伴って伊勢参りに出かけ、 道中その娘を口説くが叶わない。松坂 宿で昼から蚊帳 かけ、妾・太鼓らと戯れてい 男急に狂乱し、難波に送り返される。神明 あ たかなこと、ありがいことである。（巻四‐四）美濃国の名所を巡り、笠縫の里に至る。そこに何某の平内という孝行息子の百姓がいたが、ある夜、夢 白髪の翁が現れて不老不死の良薬である天 蒡
ほうそう
草を与え、門田に植えよと言う。目が覚め
ると珍しい草が置いてあり、それを植えると一月で成長し、老親に食べさせたところ、顔色若返り、聡明叡智、不思議な能力が備わる うになった。噂を聞き付けた者たちがその苗 盗むが、何の霊験も現さなかった。親子ともども富裕となり長生で、 笠縫の親子翁と呼ばれた。〔翻刻〕一
 、 翻刻にあたっては、 原則として現行通用の字体に改めた。ただし、当時慣用と思われる漢字表記などについては、そのまま残したものもある。
一、丁移りは、丁付と表・裏（オ・ウ）を括弧に入れて示した。一、誤字・衍字・脱字等の不体裁については（ママ）と注記した。一、句読点は「
〇
」に統一した。
　　
序
秋の夜あかしかたくおもふ事なき身にしも猶いねかてなるに宿
しゅく
願くはん
の事ありて都の北に名
高き鞍
くら
馬ま
にと出たつ心ひとつに
こめたる願ひなれはとさそふ事なけれは此道につれもな 七日とかきりて先
まつ
宿しゅく
坊はう
につきぬし
たゝめなとよくして風
ふろ
呂をあか
りしかは日くれて堂
たう
にのほる実
けに
おこなひすましてもあらはかゝる山
さんりん
林なりけりとおもふに内
ないちん
陣
のかたはらを引つくろひて爰
こゝ
にと（乙オ）道ひくにまかせて屏
へう
風ふ
なと
のかたはらかこひたるに入り 念
ねん
珠しゆ
つまくりつゝ夜すからゐたるに
田いなか
舎順
しゆん
礼れい
とおほえてあらゝかなる男四五人此寺に参りしか宿なとも
取はつしけるにや是も同しく外
け
陣ちん
の椽
ゑん
に夜をあかしけるか口〳〵心
〳〵にさま〳〵の事をはなしけ をおもしろく覚えて帰りて一ツ〳〵書て見る 中〳〵座
さ
興けう
のたすけともなりぬへくおかしけなれはやかて
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三
双さう
紙し
とはなしぬ扨是を初音物かたりといふ事は聞たびに珍
めつら
しけれは
と也
白梅園鷺水潤色之（乙ウ）
初音物語巻之一目録　
一
　
駒こま
場は
村の勇
ゆう
女ちよ

上州にて六十六部の僧を殺
ころ
せし事
　
二
　
吉きち
祥しやう
院いん
の神
かみ
池いけ

神のたゝりはあらたにけうもある事
　
三
　
遊ゆう
君くん
の貞
ていせつ
節

なさけに感
かん
して夫婦となる事
　
四
　
食しよく
を断
たつ
女

魔ま
にとられしむすめの事（一オ）
巻之二　
一
　
小こたち
太刀の感
かん
応おう

釼けん
術しゆつ
の妙
めう
を人
にん
形きやう
に習
なら
ひし事
　
二
　
青せい
龍りう
ちまたを去
さる

仏法の威
い
力り （ママ）
あらたなる事
　
三
　
月に名
な
あり広
ひろさは
沢

念はさしとほすかたきの首
くひ
巻之三　
一
　
遯とん
行きやう
の法
はふ

世にいふいつなつかいの事（一ウ）
　
二
　
色に招
まねか
る 女ゝ
をんな
島しま

つりはりによる情
なさけ
の品
しな
　
三
　
身かはりの観
くはん
音おん

山口何かし後
のち
の月見の事
　
四
　
農のう
民みん
虵しや
子し
を養
やしのふ

かみなり恩
おん
をむくひし事
　
巻之四　
一
　
一いちねん
念のやいば

石ほとけの妖
よう
怪くはい
ある事
　
二
　
心より見る草
さう
花くわ
の妖
よう

さとれは仏まよへは衆
しゆ
生しやう
といふ事
（二オ）
　
三
　
太たい
神しん
宮くう
の奇
き
瑞すい

神のたゝりにて気
き
ちかひし事
　
四
　
孝かう
あれはしるしあり

富ふつ
貴き
長ちやう
命めい
の家
いゑ
の事（二ウ）
初音ものかたり巻之一　
㊀上州駒場村の勇女
大やまとのくに
和国宇
うた
田の国
くに
見み
山の僧
さう
玄けんくわう
光とかやいひしは六十六部
ふ
の経
きやう
おさめん
とて見もしらぬ国に筇
つえ
をひき尊
たふと
き宮
みや
寺てら
に笈
おい
をおろしおかみめくりて
此度
たひ
は下
しもつけ
野
ニ
至いた
り日
につ
光くはう
山より上州
しう
を経
へ
て信
しなの
濃なる善
ぜん
光寺おかまはや
の心
ニ
催もよほ
されて先
まづ
上州に至る所冨
とみ
田た
より犬
いぬ
ふし迄の内にて腹
はら
のいた
みしきりなりしかは駒
こま
場は
村むら
とかやいふ所
ニしゐて宿をかり日高
たか
きに足
あし
をやすめ薬
くすり
なとたうべて泊
とま
りけるに此やとの主
あるし
とおほし（一オ）き
も病
ひやう
人にん
とみえて色わろくやせつかれたるかものなとくふ体
てい
もなく打
ふせりたるを女
ねう
房はう
も其かたはらを離
はな
れすともに物思ひ
㒵かほ
なりしを
不いふかしく
審て玄光か懐
ふところ
に入て持たりし薬なともしやと取出してあたへん
とする時彼
かの
男語
かた
りけるはいざとよわれすこしも病
やまい
ありて煩
わつら
ふ
ニあら
すわれまことは人の請
うけ
にたちて佐
さの
野の町に奉
はうこう
公人を出せし事あり此奉
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公せし男主
しゆしん
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をこと〳〵くわれに仰
おほせ
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ふ
行きやう
所しよ
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限も明
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かのもの
者のきるい吾
わか
すこしの田
てん
地ち
を人に売
うり
なとして此おい物
を見る 猶
なをうけ
受おいたりし金
きん
弐歩
ふ
の不足
そく
あり此ふそくはよしわひても済
すむ
へけれともこと〳〵く田地を人にとられしうへは朝夕のけふりたちま
ちに絶
たへ
て妻
さい
子し
やしなふに力
ちから
なし所
しよ
せんいきてもかひなき
命いのち
也いまはふう婦ともに路
ろ
頭とう
に袖をひろけ乞
こつちき
食の身とな
らんよりはいかなる海
うみ
河かわ
にも
身をなけむなしくなるへきに思ひつめたりさ なから凡
ぼん
夫ぶ
とていまた輪
りん
廻ゑ
のきつなはな
れかたく哀
あわれ
何とそ今一度世
にもあり き（二オ）　　
挿絵第一図（二ウ）
　　
挿絵第二図（三オ）
ねがひにのみ心まとひありて
とかきくどきつゝ男泣
なき
するを見て玄光も涙
なみた
をこぼし去
さり
とも心つよく
思おも
い給へおよそ人を助
たす
くるは出
しゆつ
家け
の態
わさそれ
夫ほとの事はたくわへた は
其そのほう
方の命
いのち
をすくふべしとて奥
おふ
州しう
向むかい
寺てら
町と云所より高
かう
野や
山さん
に渡し法
ほう
事じ
させ給
たへ
とてことづかりし金
きん
百両の口をほとき是
これ
も施
ほとこし
の一つなるへし
能よき
善せん
根こん
をもなしけると心ゑみしてとらせぬ夫
ふう
婦はあまたゝひ悦拝みて
さま〳〵と地走しつゝよふけしかば各
おの〳〵
寝ね
たりや 〳〵夜も明かたに
近ちか
く成
なる
まゝに此亭
ていしゆ
主ふと目さめていかにそお僧の今
けさ
朝はとく宿
やと
をたゝ
ん（三ウ）なと 仰ゝ
おほせ
られしか若
もし
おきさせ給ふか知
し
らすせめての御恩
おん
に馬にても参らせはや ても逗
とうりう
留はしたまはしなと独
ひとり
こちてお僧の
寝ねま
間をのそくに何者の仕
し
わさともしらすかのお僧の寝首
くひ
は鎌
かま
のはにか
けてしゝ切
きり
おとし其あたり血
ち
にまみれたるを驚
おとろき
て急
いそき
女はうをおこ
し此事をかたるに女はさのみおとろきたるていもなくそれも吾
わ
御こ
前ぜ
を
すくい給ふなるそ隠
かくし
て取
とり
おき給へ金のおひたゝしきを見なからぬけ
〳〵と只
たゝ
はかへしかたく吾
わが
せしそやとかたれは夫
おつと
今はけうさめい
かゝはせんとあきれいたるに女は少
すこし
もおそれすか（四オ）い〳〵敷
とり くして死
し
かいは裏
うら
なる藪
やふ
かけにうづみなとして何のけもなき顔
かほ
つき見るに心うくつみのほともかなしく おもひ け ついに夫
おつと
は
これを病
やまい
にしてその年むなしくなりぬ女はうはそれより四十日余
あま
り
過て背
せ
中なか
に人の顔したる瘤
こふ
出来て目はな口あり〳〵とそなはりひたと
食おこのみてうづき痛
いたみ
つゝ今になからへてありとそ
　　
㊁吉祥院の神池
宮みや
古こ
の南東
とう
寺し
村むら
の西に吉祥院といふ宮
みや
寺し
有もと菅
かん
家け
の氏
うちてら
寺にてむかし
菅かん
丞せう
相しやう
時し
平へい
の（四ウ）大
おとゝ
臣の讒
ざん
によりて筑
つく
紫し
の安
あんらく
楽寺
じ
へおもむかせ
給ひしにも。先此所へ詣て給ひ。よろづ御祈
き
誓せい
し給ひしとかや。此所
の吉祥
じやう
女によ
はれいげん他にことに。 人あゆみをはこぶ。 さいつ比開
かい
帳ちやう
の
事ありて都
と
鄙ひ
の老
らう
若にやく
袖そで
もちぎらず。宮古より遠
とを
からぬほどなれは。
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五
余よ
情せい
おとこ伊
だて
達おんな駕
かご
籠のり物の置
おき
ふとん紅
こう
紫し
の色をまじへ弁
べんとう
当も
ちが這
はい
〳〵声かしかましく。是にうきたち友
とも
とする人ふたりみたり
釣つりばり
針に扇
あふぎ
あみ。ひやうたんに酒とりいれて行ば。ある（五オ）池の
流なか
れ川の清
せい
〳〵たるに小鮎
あゆ
はい山のごとく是に心とられて。皆つり針
をおろせば。 魚
うを
渕ふち
におどるといひしもかくや。 罪
つみ
もむくいもわすれて。
弓ゆん
手で
を見れば。ちいさき宮のある石の下より大きなる虵
へび
のかしらをあ
げて人をみる
㒵がほ
。つぶてとつて打つくれば。ちいと鴻
なく （ママ）
声の下にあ
たりの石かけ浮
うき
藻も
。草のかげぬぎ捨
すて
たるわらぢ迄。こと〳 ぐ〵
（ママ）
虵
となつて追
をつ
かくるに。気もたましひもなくはしりあがりても猶此事
ばかりおそろしさ。あたりの在
ざいしよ
所に入て。かう〳〵の（五ウ）事のあ
りしといへば。牛
うし
に草かふ夫
とゝ
が聞てそれこそ此所の神の御
み
池いけ
にてかりにも釣
つり
する事のな
きをしらせ給はでも神のとかめはかくぞかし此池の魚には則
すなはち
神の御紋
もん
すはれりとい
ふにとりたる魚を見れど其事もなく。是計はおかしく大わらひして釣とりし魚を皆もとのいげ
（ママ）
になけ入
　　
 まことかとひねくりみれは神
かみいけ
池の
　　　
うをには波の紋もない
　　　
こと
とよみ爰
こゝ
にやすらひてもたせたる提
さげ
重ぢう
ひやう（七オ）
　　
挿絵第三図（六ウ）
　　
挿絵第四図（七オ）
たんにこはさ忘
わす
れて山寺の春
はる
の夕ぐれとうたへば。ちかき寺よりつき
いだす入
いりあひ
相のかねに酒ぞへりける
　　
㊂遊君の貞節
あすか川のふちせ頼
たの
まれぬ物からきのふのなさけもけふにかはる人
心。ゑりつきに情して金銀にぬるゝは大ぬさの引
ひく
手て
あまたの身としり
ながら 後
のち
のあしたの文に御しゆびのほどいかゞえにしあらば。又の
御げんおと書こしたるま かねてふうじもせぬ竪
たつ
文よむも。う （七ウ）
れしくたひかさなれば。 はやせめくる御ゆかしさのといひこしたるに。絶たゆ
べくもなくかよひて。初
はじめ
のほどは偽
いつわり
のなき世なりせばとこそお
もひし。後には実
じつ
事になりて誠の女房
ぼ
のごとく一
ひたすら
向恋のやつことなり
行事ぞか いつの比ほひにか在けん長
なが
崎さ （ママ）
のあるかたの二番
ばん
むすこ
成なり
田た
元げん
斎さい
とかや親は金銀山をつきても。万貫目の望
のぞみ
たへず。九
こゝのへ
重に
のぼして医
ゐ
門もん
の窓
まど
に素
そ
難なん
本ほん
草ざう
をさぐり。あるは君
くんしん
臣佐
さしほ
使補瀉
しや
温うん
涼りやう
の
品ひんやく
薬を正
たゞ
して倦
うま
ざりしが。人は善
せんあく
悪の友ちどり（八オ）いく世といふ
女郎にかよふ男恋ざとの るべせんといふに。さそふ水あらばと日
ひ
比ごろ
おもひ川の渡
わた
りに船の心ち。松かぜといふ君になれて。三とせは昨日
の夢
ゆめ
にかよひて久
くめ
米のさら山更
さら
〳〵我名はたてじとおもひしも。いつ
となく。格
かく
致ち
大成
せい
は擔
たん
子す
のすみに煤
すゝ
をかさね机
つくへ
には時
ときづけ
付の文道
どう
祖そ
神じん
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と書たるより外
ほか
なく。国もと
の上り金も是がためにいれあげ。書物は六つとひとつやに預
あづけ
てありし姿
すがた
は紙
かみ
子こ
に日
のゝほそき帯
おび
ばかり此ありさ
まを聞ても。猶女郎のか より毎
まい
日の付（八ウ）とゝけむ
かしにかはらず。是をいのちと頼
たのみ
うか〳〵の月日も暮
くれ
て国もとへ帰
る比
ころは
一銭
せん
のたくはへもなく此身は何
なに
となら坂
ざか
や手のかゆき事ばかり。
よしや此姿
すがた
なりとも。今一たび松風に此世の名
な
残ごり
惜おしみ
てとにもかくに
もと。古
ふる
あみがさに昔隠
かく
して行は格
かう
子し
〳〵あげや〳〵道
どう
中ちう
の女郎に見
つけられじと。ある軒
のき
にたゝずめば。むかひなる二階より見つけてか
ふろに短
たんざく
冊もたせこしたるみれは
　　
 松かぜに吹
ふき
あげられて大臣は
　　
 紙かみ
子こ
姿すがた
になりた元
げんさい
斎（九オ）
　　
挿絵第五図（九ウ）
此無
む
念ねん
さも。此上からはとむねをさすり行はある揚
あけ
屋より松風
此姿
すがた
を見て限
かぎり
なく悲
かな
しさ。 かふろをして一間
ま
のかたにいさなひいれ。
是は抑
そも
聞しに増
まさ
る御おちぶれと涙
なみだ
たもとをひたせしが今日しも田
ゐなか
舎
の客
きやく
にあげられ。まゝならぬ身をとやかくともらひ身あがりして。
其夜
よ
の情
なさけ
むかしより猶いやましに。 しかた行すゑかたりつゞくれ
ば。ふところより彼
かの
たんざくとり出し。男なきに泣
なき
太夫に今一たび逢
あふ
よしもがな つれなき命ながらへぬ。今ははや是迄 いふを押
をし
とゝめ
て扨もみじ（十オ）かき御心一まづ御国へ下りあつても猶御しゆびの宜
よろし
からずは。自
みづから
も友
とも
に思ひ定
さだめ
申さんにとなくさめかたらふほど
に。あたりの鳥の声せはしく。恋しらずのかねが別
わか
れをいそけば。人
㒵がほ
もあらはのしのゝめにならぬ内にと。出て道迄送
をく
り。やがてめてた
ふ御たよりあれさらばへと小手招
まねき
もほど行過れば。姿も見えず。互
たがひ
の心の此かなしさ。其またの日太夫のもとより。こと てこしたる文こま〳〵しくちいさき風
ふ
呂ろ
敷しき
包づゝみ
にふうつけし開
ひらけ
ば旅
たび
ごりのうるはし
きに。いろ〳〵の心つけて つげ 三つ櫛
くし
（十ウ）定
てうもん
紋もうれし。
香かう
包つゝみ
の内をみれば。伽
きや
羅ら
にまじりて壱歩
ぶ
弐十。養
やう
性じやう
の丸散やいと
あとの。いへかうやく迄此こゝろざしのふかさ其日に旅
たひ
立して国もと
へくだり此情をかたり是ならで我やどの とすへきも なしといへばうき川竹のなかれの身に又 き 貞
ていぢよ
女とも心
しんちう
中とも。めづらしきお
んなと。父母のゆるし うけて。此うれし 彼
かの
女郎うけ出して二世の
ちきりをなしぬ其中 浅
あさ
からぬ事まことにすゑの松風波
なみ
はこすとも
　　　
㊃食を断女（十一オ）
行すゑは空
そら
もひとつのと読
よみ
しむさしのに来てみれば。其間五六里がほ
と皆野
の
にして荻
をぎ
すゝきの露をわくれば。此あたり実
げに
月の入べき山もな
くて。行こふ人の。小
こ
人ひと
島じま
のごとく見ゆるは。所のひろきからの故
ゆへ
な
るべしと詠
ながめ
もて行は春
はる
ならぬ霞
かすみ
が関
せき
　　
おなじくはかねをかすみが関もがな
　　
借しやく
銭せん
乞こひ
をしばしとゞめん
と去すり切のよみしも大晦
つこもり
日の事と思ひいて行ば。 むかひの岡
おか
とかや。
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七
其ほとりの古
こ
跡せき
詠（十一ウ）尋行に喉
のんと
かはき出れば。茶ひとつと思
ひ入間
ま
の宿につきぬ。ある家にやすらひたはこの火もらひけるつゐて
此あたりの古
ふる
きあたらし 事をたづねきけはあるしは七十計の老
うば
女の
世のつね虚
うそ
などはいふまじき後
こ
世せ
者しや
とみえて麻
あさ
苧を
をつむぐかた手にも
珠しゆ
数ず
つまぐり気
げ
なるか。かたる扨も此さとにふしぎなる事のありし。
宮みや
尾を
何がしといふもと武
ぶ
門もん
につかえし身なりしが。ゆへありてむさし
あぶみさすが小
こ
刀がたな
鋤すき
鍬くは
にかへて。ひとへに農
のうみん
民のわざながら。まだ
むかしの名
な
残ごり
有（十二オ）
　　
挿絵第六図（十二ウ）
　　
挿絵第七図（十三オ）
て万つたなからず。ひとりのむすめとしは二八の比にてかたちあてやかに此所にての美
ひ
女ぢよ
其情
なさけ
のいろのふかき
に東
あつま
ゑびすの賤
しづ
の男も是
に魂
たましひ
とられて。かよふ玉づ
さにし木ゝの千
ち
束つか
になれは立
なから朽
くち
なん事をなげくもの
多をほ
し。ある夜娘
むすめ
怪あやしき
夢ゆめ
をみ
る。たとへば白
はくはつ
髪の翁
をきな
来り
て此菓
このみ
をたうべよ。行末
すへ
ふ
しぎあるべしといふかとおもへば夢さめぬ。此ふしぎ 臥
ふし
たるあたりをみれは。あやしくめなれぬ菓
このみ
あり是を味
あち
はふに類
たくふ
べき
物なし天の甘
かん
露ろ
とはかくや。是より飯
いんしひ
食を忘
わす
れ（十三ウ）一
ひたすら
向菓
このみ
を
あつめ喰
くい
ける。栗
くり
くふ娘のありしとつれ〳〵に書しもかくや。是より
こそ人恋
こひぐさ
草の根
ね
を絶
たへ
て音
をと
づるゝものもなかりしある夕月のさし出たる
に夫
ふう
婦ふ
娘いざなひて。詠
ながめ
出たるに独
ひとり
の翁忽
こつぜん
然と顕
あらわれ
て此娘を招
まねく
に
つい立て行と見えし跡かたもなく。夫婦悲
かな
しみて国
くに
〳〵所々尋れど行
かたもなく今ははや三十年になりぬ。去
さり
し月の朝
あさ
まだき。彼娘此向の
岡に咲
さき
出る草
さうくわ
花にうつゝなく詠居るをみれば。十六計のかたち其侭
まゝ
に
猶うつくしきすきとほりて衣
そとをりびめ
通姫の古
いに
しへもかく（十四オ）やとあや
しく急
いそ
き親のもとへ行て。とし比尋給ひし娘こそ向の岡にと告
つげ
て帰る
其間
あいだ
にかい消
きへ
て見えずなりぬおもふに此娘仙
せん
術じゆつ
を得けんあやし
　　
むさしなるむかひの岡にたつむすめ
　　
伯をぢ
父やおやぢの宮尾
を
とかめぬ
初音ものかたり巻之一
（十四ウ）
初音ものかたり巻之四　　　
㊀一念のやいは
醍たい
醐ご
山は宮古のたつみにあたりて。四方に山をかさね。老
らうぼく
木枝をつら
ね。日かけさへおぼろに蒡
はう
草さう
露ふかうして。誠に世をのがれん人此所
にとぼそをしめなばと。其わたり遊行するむかし釈の聖
しやう
宝ぼう
此山にの
ぼり。密
みつ
教きやう
をひろめん事をはかり給ふに。薪はとぼしからねど水の
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かすかなるをなげき思ひて尋めぐるに。清〳〵たる泉の流を見出し。手にむ び是をなむるに醍
たい
醐ご
味み
にかは（一オ）らしとてよつて所の名
とすと。いとたうとく山上山下の堂
とう
塔たう
坊はう
舎しや
拝をかみ
めぐり。猶西につゐて
ひとつの川を越るにみわたせは若なつむへくと長方
かたあそん
朝臣のよみ給ひし
栗くり
栖す
野といふ里につきぬ此所にしれるむかしの友ありて一夜を明
あか
す。
時しもこそあれ。てりもせず曇
くもり
もはてぬはるの夜の月雲にかくれ小
こ
雨さめ
そぼちくれは。いとゞさびしきやどに蕎
そは
麦がゆなど。ひなのもてな
しに夜も半
なかば
の比。あるじつれ〳〵をなくさみの物かたりする扨も去
いん
じと の比此所に化生のも いでゝ。日も （一ウ） 暮
くる
ればおそれおのゝ
きて。道行人も稀にたゞ此事を号
のゝしり
やます。其比宮古より此所へかよ
ふ何かしの六郎右衛門とかやいふ人。急
きうやう
用の事ありて。此
うしろの松の茂たる道を行に。怪
あやしく
青き火あつて頂
の梢
こずへ
にとゞまる。ひかりに
つゐて見あげたれば六尺計の大の法
ほう
師し
いろ青ざめておそろ
しさ朝日のごとき両眼
かん
に血
ち
を
そゝぎたるが。まじろかず男をにらむに元
もとより
来ふてきの男。
是にすこしもおそれす 抑
そも
い
かなるものなればかくあやしき姿を顕
あらは
すととはれてかき
けちてうせぬ其跡に（二オ）　　
挿絵第八図（二ウ）
　　
挿絵第九図（三オ）
一目の女来りてしきりに泣
なく
其声いはれぬ。あわれさ骨
こつずい
髄にとをつて覚
ゆるを。猶おそれずながめ居れば。是も消
きへ
て失ぬ。其跡より老
をい
たるう
ばのおそろしき。或は若衆のえもいはれぬうつくしき皆ものをもいはず幻
うつゝ
のごとく顕
あらは
れ。あらはれては消
きへ
る。よのつねの人ならば魂
たましひ
も
消きへ
身もふるひて人心ちもあるまじきを。猶おそれすあゆみ行に大きな
る柳のかげに白
はくふん
粉いつくしく。けはひしたる尼
あま
のかね黒
くろ
く。つけたる
が。 此おとこを見て完
にこ
々〳 〵
とわらふ。 此時さしたる脇指ぬひて。 とびかゝ
（三ウ）りさしとをし押ふせて。とかくする比。里のくだかけ。こゑ幽
かすか
にしのゝめしろくなり行にみれば。道のはたなる。石仏に。き
つさき二寸計さしこみてをさへ居た 。とらと見て石にたつ矢もとよみしむかしもかくや打捨
すて
て行。さとのはなれに臥
ふし
居ゐ
たる乞
こつじき
食を引おこ
し。かゝるばけ物にあひぬと。石仏のふしぎをかたれば。されば此石仏は霊
れいげん
験あらたにましますゆへ。近
きんざい
在のまふでたゆる事なく。けふも
まふでたる人男女四人といふに おもひあたり。 して其詣たるものは。いかやうの人成しととへば。乞食ゆび（四オ）折て先昼
ひる
のほどまいり
たるは。色青ざめたる法師の四十はかりなる。其次は片
かた
目め
の女何やら
ん泣
なき
わめきて夫の事を祈
いの
る。其後は六十計のうば。美
うつくし
き若衆とかぞ
へたる聞ば。まさに見しばけ物にゆめ計 た はず。思ふに此石仏に信しん
をこらし祈
いのり
詣まふづ
る輩
ともがら
の執
しう
仏にとゝまりて。かゝるふしぎはあらは
すなるべしと。里に出て此事をかたりけるに 〳 驚〵
をどろき
是より詣する
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人もなかりければ更に又あやしきすがたも絶
たえ
て出ざりけるとぞ
　　
㊁心より見る草花の妖（四ウ）
恋こひ
衣又たび衣かさねきて名にしあふ。みやこは更に。なにはの新町。
江戸のよし原。其外の恋のふちせ。うかゞひみるに。にくきはひとりもなく皆ほど〳〵の情
なさけ
はあれど。ぬれにぞぬれし色はかはらずと。
よふ合
が
点てん
して女房
ほ
に内を守らせ。男は外をつとむる物と孔子風のいで
来く
るも漸
やう
々〳 〵
四十あまり馴
な
染じめ
ば是もさすがまた誰まことより女房
ぼ
そめけ
んと。 いつしか是にうつりて。よそのふり袖もおかしからず。たま〳〵かのさとにいざなわれても。一ひやうしぬけてむかししのぶ（五オ） こひもなく。たゞ一
ひたすら
向の内気と
なりて。連理のうき世御座をならべ。 よくの夜
よぎ
衣の袖を
かさねて互にふかきいもせ川水もら じといひしも。世のはかなきためしの今更にはあらねど。かりそ の心ちといひて。此妻
つま
うき世をはやうし
たる。此かなしさ。つゐに行道とはかねておもひながら。きのふけふとはおもはで。むねふさがり手も足もしびるゝばかり げきおもひし
日も月も。夢の内のゆめとくれて。一周
しう
忌き
の其夕日比おしかりしうば
玉の黒
くろ
かみを剃。一門のかた〳〵へ（五ウ）心さしの書置したゝめ
　　
ほしあへぬ衣
ころも
のやみにかきくれて
　　
心の月をたつねいてぬる
とよみて此初に善
ぜん
光くわう
寺にまふて。東
あつま
の名所詠めくり。あくるやよひ
比は高野の御山へと心さし行 昔より世を捨
すて
し人。皆此所にこもりて
心の霧
きり
をはらひ真如のかけ 見し事思ひ出行は玉川の毒
とく
水すい
御ご
廟べう
のは
し。是より左右皆なき人のしるし計哀に。末
すゑ
の露もとの雫のごとく我
が身もいつかはと無
む
常しやう
もひとしほに。院
ゐん
々〳 〵
谷（六オ）
　　
挿絵第十図（六ウ）
　　
挿絵第十一図（七オ）
〳〵拝
をか
みめぐる。下向の折からある草村にやすらへば。うつくしき女
を
郎んなへし
花のさかり。我おちにきと人にかたるなといひし僧
そう
正じやう
遍へん
照ぜう
の昔お
もひ出て発
ほく
句す
　　
花さくな爰
こゝ
は高
たか
野の
ぞおんなへし
女人ののぼる事 き山なれば。心なき草
くさ
木き
とてもおんなへしといふか
らにはと。句作
つく
り自
じ
慢まん
心に。再
さいぎん
吟し居ける比。いつくもなくちいさき
僧の忽
こつぜん
然と出ていふ。其かたには和
わ
哥かの
一躰
てい
を学
まな
び。物のあはれもしれ
る身の。花さくなとは。かく情
なさけ
なき事やある。是（七ウ）見給へと
指ゆび
ざすに。今迄うつくしかりし しほれてふくめる露の哀げなる。草
木心なしとはいへどかゝるふしきにむねつぶるゝ計。其時僧 いふ此句まことに作
さく
意い
はあれど。五文字のつたなきにてふしぎをあらはし侍
るなれば。上の文字をか 給 んにや左
さ
もあらは深
じんめう
妙の句なるへしと
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ある。ともかくも御僧を頼奉るといひもあへぬ
ニ
　　
名をかへよ爰は高野そおんなへし
と吟
ぎん
し給ふ。有がたき五文字再
さいぎん
吟すれば。花うるほひて咲
えめる
がこと
く蒸
むせる （ママ）
せる粟
あは
のことしといひし。猶いや（八オ）ましにながめ居れ
は。 ありし僧はかきけちてうせぬ是たゞ遍
へん
照せう
金こんがう
剛のあらはれ出まして。
かりにも慢
まんしん
心を示
しめし
給ふと。有がたく一入の信
しんじん
心をこらして下
け
向かう
道どう
に
おもむく　　
㊂太神宮の奇瑞
陽やう
気き
きへ所に所によつてかわりたるなにわ男有て参
さんぐう
宮の御供
とも
妾てかけ
三人
舞まい
子こ
ふたりかゝる道 末
まつしや
社とは恐
をそ
れありとて。大この男五人去かたの
いはれぬ姿の娘。 供
とも
なひて鈍
どん
子す
ちりめん。 さあやりんずのいろぶとん。
のり物に敷ならべて とをし馬あとより。三枚
まい
（八ウ）の八に喧
けん
嘩くわ
す
る馬
まこ
子をなだめて。大津どまり芝
しば
屋町ぞめきつくせば。都より纔
わづか
三
里のほとながら船
せんどう
頭馬かたになれし女郎の風
ふう
。いやらしくふつゝかな
るさま。只酌
しやく
とり酒の相
あい
手て
にし。のみあかして翌
あす
日はみなくち石
いし
部べ
とはかたひ名
な
なれど。千
ち
びきの石も引にはいかてが。此たびの娘に夢
計の手
た
枕まくら
なりと。かはさではと。そゞろ心の空
そら
になりて夜るをもや
すくいねず口
く
説どき
よれど。此娘まだいはけなく恋の山いくのゝ道。ふみ
もみぬ風
ふ
情ぜひ
気き
のとをらぬに夜もあけて。其又の日は松
まつざか
坂に昼
ひる
とまりに
（九オ） 旅
たひ
盃さかづき
の五はい入に斗
と
樽たる
ひとつの前
まへ
に。 酔
ゑい
心白
はくちう
昼に蚊
かや
屋つらせ。
手かけ五人大こ五人うちまじり おもひ〳〵のたはふれ 主
しうめい
命なれば。
神もゆるしてと計。此心のかなしさ娘にむりのなさけいひかけて。い
やともおふともいはせぬ時。男俄
にわか
に狂
きやう
乱らん
して。あだ口か
しかましく耳
みゝ
を覆
をほ
ひ目をとぢ
ても傍
そば
からの恥
はづ
かしさ。鴨
かも
は
寒かん
じて水にいる。おさんさむ
うて木にのぼるめいどの親
をや
仁ぢ
の悪
あく
性しやう
ぐるひ白
ひやく
癩らい
わるひ。
がつてん。川のざんざら柳
やなぎ
の狸
たぬき
のひるねのはら（九ウ）
　　
挿絵第十二図（十オ）
つゞみ。どん〳〵がらり。とんからり。爰
こゝ
なむすめがかたいも道
とう
理り
。
所も石
いし
部へ
きんきち〳〵やと。聞わけたる事ひとつもなく。さしたる脇
わき
ざしぬいてふともゝをつらぬき。此心
しん
中ぢう
いはれずと。手たゝいて笑ふ
に。人〳 驚〵
をどろ
きもとの駕
かご
にとりのせてなにわのかたへ送りとゝけぬ。
今にはじめぬ。神
しんめい
明のあらたなる事。まゝ多
おほ
き事ながら。まのあたり
ちかく見しにぞ。 我か国の神
しんふう
風残
のこ
りてかゝるふしぎをも見
けんもん
聞しけると。
有がたくおほえし　　
㊃孝あれはしるしあり（十ウ）
一とせみのゝ国にいりて。不
ふ
破は
野の
上がみ
関せき
の藤
ふじかは
川乗
たる （ママ）
井ゐ
青あを
野の
などいふ
名な
所どころ
を尋行ば。むかし祇
ぎ
法ほう
師し
の
　　
たび人の。みの打はらふゆふへには
　　
雨にやどかるかさぬひのさと
とよみ給ひしさとに至る。此所 何がしの平内とかや ふ百姓
しやう
あり
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天性
しやう
慈ぢ
悲ひ
ふかくして。よろづ正
しやう
直じき
の男なりしが家まづしくて朝夕
の煙
けふり
さへ絶
たへ
〳〵に波のたち
ゐのやすからで。わたりかねたるとし月を送るともなく暮
くら
し行。此も 親に （十一オ） 孝
かう
ふかく一文
もん
不通
つう
のそれなが
ら。鶏
にわとり
初て鳴
なく
比より先
まづ
手あ
らひ口すゝぎ。 かみけづりて。とくより老
らうしん
親の前
まへ
に出て。御
機き
嫌げん
をうかゞひ。食
しよく
物もつ
も先
ふたりの親にすゝ め奉りて。自
みづから
給きう
仕じ
し。御心をよろ
こばしめ我は残りし食物をくらいて。御いとま申て其身
みは
出
行て。野
や
にたがやす。終
ひねもす
日かくつとむる内にも老の身なればいかゞお
はしますにやと。今
けふ
日もおもひ入あひの。かねなる比に帰りては。夜
るのふす のうすきをなげきて厚
あつ
からん事をおもひ。かくつとめける
ほどに。そひつれし女房
ばう
も猶すぐれて又なき （十一ウ） 孝
かう
をなしけり。
極ごくかん
寒の雪のあしたには。隣
となり
の家にやとはるゝ身となりて。水汲
くむ
しづ
のわざに。わづかの代
しろ
をとりて。ふたかたをやしなひ。三伏
ふく
の夏の
あつき日は。火をたくわざに 身を任
まか
せて此くるしさも身のためには
一物
もつ
もなく。身のをとろへるさまは。いはでたゞまづしくやしなひ奉
り其事の足
たら
ざるを悲
かな
しみあひける。ある夜平内ふしぎの夢を見けり。
たとへば白
はくはつ
髪の翁
をきな
参りていはく。汝親に孝
かう
ある事至
いたつ
てたかく。昔
むかし
の閭
びん （ママ）
子し
曽そう
子し
にもおとるべからず。 此心ざし天に通
つう
じて今我 （十二オ）
　　
挿絵第十三図（十二ウ）
　　
挿絵第十四図（十三オ）
爰こゝ
に来れり。今汝にあたふ物あり此草を門
かと
田に植
うへ
よ月〳〵に苗
なへ
生しやう
じ
て其味あはく。しかも不老不死
し
長生
せい
の良
らう
薬やく
是則天の蒡
はう
草さう
といふ物也。
誠に水の流れ 。行て帰らず。親
をや
去さつ
て二だ
（ママ）
ひまみゆるなし。此義を
しらで世に不孝におちゐるもの多
おほ
く浅
あさ
ましくなげかし釈
しやく
氏し
には恩
おん
重ぢう
経きやう
残して父母の恩のはかりがたくたかく深
ふか
き事をしらしめ儒家に
は又孝
かう
経きやう
を作りて世に孝
かう
行〳 〵
の道を教此後夫
ふう
婦ふ
心をひとつにして。猶
孝の末をとぐべしと告
つけ
給ふと思ひて夢さめぬ此ふしぎさ（十三ウ）臥
ふし
たるあたり 見れは。あやしくめなれぬ草ありありし教
をしへ
のごとく。
これを植
うふ
るに。壱
いち
月げつ
にして苗
なへ
生を
ひたり是をとりて老
らうしん
親にあたへ。其身
も食
しよく
するに。更に飢時をしらず顔
かん
色しよく
わかきむかしにかはり。聡
さう
明めい
睿ゑい
智ち
にして鳥
てう
獣じう
の鳴
なく
声きゝわけ雲
うん
気き
をさつし。松風波
なみ
の音
おと
。皆其耳
みゝ
にし
たがひ。ふしぎあらはし妙 さとりけるほとに一在
ざい
より其苗をぬすみ
て。うふれとも更
さら
に生
しやう
せず是を煮
に
てくらへども其しるしもなし。是
より此至
しい
孝かう
天に通
つう
じてふしさ
（ママ）
ある事。国の守
かみ
（十四オ）聞しめして
召よせられ在がたき録
（ママ）
を給はらんと仰下されしかども辞
し
してうけす。
たゞ此苗を植
うへ
てたのしみけるがいつとなく富
とみ
さかへの家となつて。親
も子もかぎりなき。長生
せい
の名をとり笠
かさぬい
縫の親子翁
おきな
とてめでたきため
しによぶと やいひ伝へし
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初音物かたり巻四終
武州
　　　　　　　　　　　
　　　　　
宝永四歳

万屋清兵衛

洛陽
　　　　
　　　　
亥
仲秋吉祥日

西村市郎右衛門

梓行
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
（十四ウ）
〔解題〕　　
一
　
作者について
　
序者「白梅園鷺水」は青木氏（また山田氏とも） 、通称次右衛門、
別号に梅園散人・歌仙堂・三省軒など。万治元年（一六五八）生まれ、享保一八年（一七三三）三月二六日没、享年七六歳。元禄四年頃には京御幸町通二条上ル町に住し、 俳諧点者としての活動が確認でき、 『誹諧寄垣諸抄大成』 元禄八年九月刊） 『誹諧大成新式』 （同一一年二月刊）『和歌浅香山』 （宝永四年正月刊）等の俳諧・和歌作法書や『万葉仮名
遣』 （元禄一一年五月刊） 『三才全書誹林節用集』 （同一三年三月刊） 『和漢故事要言』 （宝永二年五月刊）等の辞書類の編集に携わる。　
本書は後述するように 『浅草拾遺物語』 （貞享三年正月、 洛下旅館序 ・
刊）の改題改竄本と称すべきものであるが、序文を初め新た 追補された本文もあり、それら新補部分の作者また本書全般の編纂者として序者鷺水が想定できる。署名に「潤色之」と ことは本 における鷺水のそうした立場を示したものと言えよう。　　
二
　
本書の内容構成
　
本書の構成を『浅草拾遺物語』との対比において示すと以下のよう
になる（なお、 『浅草拾遺物語』巻四の四、 『初音物語』巻二・三はそれぞれ欠丁・欠巻のため、両書の目録に記される各章題・付リ等によって対応関係を推定した） 。『浅草拾遺物語』
（１）
　　　　　　　　
『初音物語』
巻一序文（削除）
　　　　　　　　　　　　
（新補）
目録（削除）
　　
（新補）
本文一
　
結捨たるわら小屋の跡（削除）
　
一（新補）駒場村の勇女
二
　
友呼虵の声に集る
　　　　　　　
二（改題）吉祥院の神池
　
三
　
三年の馴染太夫松かぜ
　　　　　
三（改題）遊君の貞節
四
　
向の岡の女仙人
　　　　　　　　
四（改題）食を断女
鷺水の新出浮世草子『初音物語』 （巻一・四）
一三
巻二一
　
其名計の女塚かな（削除）
　　　　
（不補充）
二
　
瀬田の社の永夜の夢
　　　　　　
一（改題）小太刀の感応
　
三
　
祖母が語し寺 昔や
　　
二（改題）青龍ちまたを去
　
四
　
影を見知てねらひよる月
　　　　
三（改題）月に名あり広沢
　
巻三一
　
消て跡なき相撲取草
　　　　　　
一（改題）遯行の法
二
　
恋を丸めて薬売覧
　　　　　　　
二（改題）色に招るゝ女島
三
　
命の恩の仏蝙蝠
　　　　　　　　
三（改題）身かはりの観音
　
四
　
雷落て松にあやしき
　　　　　　
四（改題）農民虵子を養
　
巻四一
　
刀に石の仏つらぬく
　　　　
一（改題）一念のやいば
二
　
発句に枯る草花のたね
　　　　　
二（改題）心より見る草花の妖
三
　
狂気出し伊勢の神風
　　　　
三（改題）太神宮の奇瑞
　
四
　
富を潤す孝行の屋
　　　　　　　
四（改題）孝あれはしるしあり
　
次に『浅草拾遺物語』と『初音物語』の序文を挙げる（句読点や清
濁、また傍線は筆者による） 。　　
『浅草拾遺物語』
　　
浅草拾遺物語序
　　
 年たけよはひかたぶきて万
よろづ
心ぐるしく、立
たち
居ゐ
もやすからねど、
老をい
をたすけて業
なりわひ
須す
まの若
わか
木ぎ
もなく、よ や津の国のなにはの春
も夢なれや、足
あし
に任
まか
せてと行なんかたへ行ば、露わけて草の枕
をむすび、茂
しげり
し木
こ
のもとに袖をかたしきては嵐
あらし
がすゑの夢も
気け
疎うとく
、孤
こ
狼らう
を友
とも
にし野
や
犬けん
に道しるべして、寒
かん
雨う
風ふうせつ
雪の類
たぐひ
に心を
いたみ身 労
らう
し、いたらぬ国、みぬさともなく、漸
やう
々〳 〵
武ぶ
州しう
浅草の
流れし ひて、こまがた堂とかやにたちより、念
ねん
珠ず
しもて行ば、
水ぐきの跡かき流
ながす
とよみし角
すみ
田だ
川の古
ふり
し跡
あと
、名にしおふみや
こ鳥
どり
は有やなしやといと 詠ゞ
ながめ
はあかねど、末
すへ
限かぎり
なきたびと思
ふに心いそぎて、金
きん
竜りう
山ざん
まつち山などよそながらそれと詠過て、
猶観
くわん
音をん
の宝
ほうぜん
前に詣
まふづ
。此御本
ほ
尊ぞん
のたときむかしは古
ふる
き物がたりに
書つたへて、世もつて知
しれ
るを、今更
さら
いひ出てんも浅
あさ
からぬ浅草川
の浅しとや人はいふらんと暫
しばらく
此世来
のちのよ
世の事ねむごろに祈
いのり
て、
かたへの茶
ちやてん
店にやすらへば、八
やそじ
十計の翁
をきな
の我にひとしき旅
りよじん
人、
おほく国をめぐりしとみえて、あるじの翁にむかひ宮
みや
古こ
より初
はじめ
て諸
しよこく
国にありこし事を物がたるに、旅のうさを忘
わす
れてうつゝなく
聞ゐれば、実
げに
惜をしむ
べき秋の日の西の端
は
山にかゝり遠
ゑん
寺じ
のかねほの
かに夕
ゆふべ
告つぐ
る比、彼
かの
翁おきな
出て行がたしらず。我又旅
りよてん
店に帰りてあり
し翁の物がたりを覚
おぼ
えかき、くり返しみるに、今はむかしの物が
たり、祖
ぢい
父は山へ祖
ばゞ
母は川へのたぐい、梓
しん
にちりばめて童
わらは
部べ
の
なぐさみ草の種
たね
、浅草拾遺ものがたりといふ物ならし。
　　　　
貞享参歳
　　
寅孟陽吉辰日
　　 　
洛下旅館序
ス
　　
『初音物語』
　　
序
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 秋の夜あかしがたく、おもふ事なき身にしも猶いねがてなるに、宿
しゆく
願ぐはん
の事ありて都の北に名高き鞍
くら
馬ま
にと出たつ心ひとつに
こめたる願ひなればと、さそふ事なければ、此道につれもなし。七日とかぎりて先
まづ
宿しゆく
坊ばう
につきぬ。したゝめなどよくして風
ふろ
呂を
あがりしかば、日くれて堂
だう
にのぼる。実
げに
おこなひすましてもあら
ばかゝる山
さんりん
林なりけりとおもふに、内
ないぢん
陣のかたはらを引つくろひ
て爰
こゝ
にと道びくにまかせて、屏
べう
風ぶ
などのかたはらかこひたるに入
りて念
ねん
珠じゆ
つまぐりつゝ夜すがらゐたるに、田
いなか
舎順
じゆん
礼れい
とおぼえて
あらゝかなる男四五人此寺に参りしが宿なども取はづしけるにや、是も同じく外
げ
陣ぢん
の椽
ゑん
に夜をあかしけるが、口〳〵心〳〵にさ
ま〴〵の事をはなしけるをおも ろく覚え 、帰りて一ツ〳〵書て見るに、中〳〵座
ざ
興けう
のたすけともなりぬべくおかしげなれば、
やが 双
さう
紙し
とはなしぬ。扨是を初音物がたりといふ事は聞たび
に珍
めづら
しければと也。

白梅園鷺水潤色之
　
現存唯一の『浅草拾遺物語』 （東北大学附属図書館狩野文庫蔵）は
巻四巻末 （ 「十一」 丁以下） が欠丁のため刊記が不明ながら、 同じく 「洛下旅館序（ 「貞享二歳／
丑
孟春上旬」 ）と署名される『宗祇諸国物語』
の刊記
　（２）
から、京の書肆西村市郎右衛門（俳号・未達）を中心に刊行
されたいわゆる西村本であったことが予想されている
　（３）
。
　
また洛下旅館なる人物は未詳ながら、それを西村市郎右衛門の別号
とする見解もある
　（４）
。ただし、先述した履歴からも窺えるように、それ
を鷺水の別号とすることは難しい。俳諧師として確認できるのは元禄期以降であり、後述 ように浮世草子作者としての活動は宝永期を溯ることは きない。貞享期の『宗祇諸国物語』 『浅草拾遺物語』を習作時代の鷺水による西村本と見なすことも不可能ではないが、その可能性は極めて低いと言わざるを得ない。現時点では洛下旅館と鷺水は別人として扱いたい。　
両書の序文内容を比較すると、 『浅草拾遺物語』では浅草観音への
参詣の後、 茶店で休息する序者が居合わせた老翁から諸国物語を聞き、それを書き留めたのが該書であるという発端が記されるの 対 、 『初音物語』では鞍馬に詣でて夜籠りす 序者が田舎巡礼から聞き付けた種々の話を書き留めたということになって る。諸国咄としての物語設定のみならず、その詳細 おい も両書 共通性 見て取れよう。江戸浅草を表題とする『浅草拾遺物語』を「洛下旅館」が記す いう発端はやや違和感を残 もの 、そのこ がかえって京の西村本に深く関与する江戸の書肆西村半兵衛 影響力を感じさせもする。そ 点で、鞍馬を発端の舞台とする『初音物語』は西村本 して 不自然さが解消されているとも言えよう。もちろん改題改竄 作為が新刊を装うための商業主義的便法であったとしても、 『初音物語』の序の内容が『浅草拾遺物語』のそれを意識した改変であったことは、京 書肆「西村市郎右衛門」の「西村本」が新たな段階へ移行したことを窺わせる。事実、長く西村本の江戸相板元であっ 半兵衛店 名は『初音物語』には刻まれず、江戸の万屋清兵衛が名を連ね ことになるのである
　（５）
。
鷺水の新出浮世草子『初音物語』 （巻一・四）
一五
　
三
　
浮世草子作者鷺水
　
これまでに知られる鷺水の浮世草子を『初音物語』も含めて記すと
以下のようになる。〇宝永三年正月『御伽百物語』
　
大本六巻六冊
「宝永三
丙
戌年正月吉日／江戸
　
林和泉掾／寺町通松原上ル町／京
　
菱
屋治兵衛／開板（両店に跨る） 」広告「諸国因果物語
　
全部六巻
　
跡より追付出来」
〇宝永四年三月『諸国因果物語』
　
大本六巻六冊
「宝永四
丁
亥年三月吉日／書肆／江戸日本橋南一町目／出雲寺四良兵衛
／京寺町松原上ル町／菱屋治兵衛／板行（両店に跨る） 」
　
広告「近代芭蕉翁諸国物語
　
全部六巻／近日出来申候」
〇宝永四年八月『初音物語』
　
小本四巻四冊
　
「宝永四歳／
亥
仲秋吉祥日／武州／万屋清兵衛／洛陽／西村市郎右衛
門／梓行」〇宝永五年正月『古今堪忍記』
　
大本七巻七冊
「宝永五年／
子
正月吉祥日／江戸日本橋南壱丁目／出雲寺四郎兵衛／
京寺町松原上ル丁／菱屋治兵衛／板行（両店に跨る） 」
〇宝永六年八月『新玉櫛笥』
　
大本六巻六冊
「
旹
宝永第六竜次己丑歳／仲秋之月既望／雒
阳
書肆／中川茂兵衛／西
村市良右衛門／板行（両店に跨る） 」〇宝永七年三月『吉日鎧曽我』
　
大本七巻七冊
「宝永七歳／
寅
三月吉日／江戸書林（空白）／京書林／丹波屋茂兵衛
版／同／西村市郎右衛門版」○正徳 ・ 享保年間〔享保三年頃までに刊行か、 『済帳標目』に同年（九月頃か）絶板〕『高名太平記』
　
大本十巻十冊
「京寺町通御池下ル町／芳野屋徳兵衛／板行」
　（ただし、無刊記本あ
り、そちらが初印本か）　
現在確認できるところでは、宝永三年正月刊『御伽百物語』が鷺水
浮世草子のデビュー作となるが、 刊年不明の『高名太平記』を除けば、その活動は宝永期に限られる。その要因としては鷺水の後ろ盾であったと推測される北条団水の死去 （宝永八年正月八日没） や当時の作者 ・書肆をめぐる浮世草子界の動向等の影響が予想されるが、詳細は別稿を期するこ とし、本稿では浮世草子 者鷺水における『初音物語』刊行の意味について確認しておきたい。　
浮世草子作者としての鷺水の活動を考える際、 れまで宝永六年八
月刊『新玉櫛笥』の発刊を契機と 前後 二分す 見解 示されて
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いた。それはデビュー作『御伽百物語』が京の書肆菱屋治兵衛の単独板であったことが示唆するように、その後も主板元となっていた菱屋と鷺水とのそれまでの関係性が変化し 『新玉櫛笥』以降は菱屋に替わって西村が登場することに着目するものであった。鷺水の菱屋からの離反に両者の確執を推測し、書肆の交代劇に書肆菱屋に主導権を握られた作者鷺水の創造的自由の回復を見出 のである
（６）
。
　
もちろんそうした、言わば作家の主体性に板元変更の要因を見るこ
とは不可能ではなく、考慮すべき重要な問題ではある。しかし、 『初音物語』の出現は更 る視点をもたら になろう。菱屋との決別の書と見なされてきた宝永五年正月刊『古今堪忍記』の刊行以前 西村と 交渉が確認できたことは、鷺水と菱屋・西村をめぐる交代問題に作家的主体性や 執と言っ 個人的・感情的な契機に 還元できない要因を推測させることになる。 『初音物語』は『浅草拾遺物語』の改題改竄本であり、そこに作家の創造的自由を見出 ことは困難である。 『初音物語』は西村市郎右衛門の「西村本」強化 ・ リニューアル化、換言すれば新生「西 本」の嚆矢 なる作品 あり 主導権 むしろ西村にあったとすべきなのである。交代劇には菱屋に対する否定 要因とは別次元の要因が、鷺水に 存在したことを示唆する。　
宝永四年八月の時点において『初音物語』が鷺水による西村本とし
て刊行されていた事実は、 「其磧・一風競争期」 称され
（７）
、それぞれ
の作者を後援する京の書肆八文字屋八左衛門・菊屋七 兵 代理戦争としても語られる宝永期の浮世草子界にあって、鷺水の活動がそうした二大勢力の構図と無縁ではなかったことを示すことになろう。同
時に八文字屋・菊屋の華々しい活動の陰に隠れてほとんど顧みられることのなかった宝永期の西村市郎右衛門 活動が同時代の動向と深く連関したものであったことをも物語る。具体的には反八文字屋勢力の一角として鷺水 ・ 西村が団水と連携した動きを示すことになる だが、詳細は先述 たように稿を改めて考察したい。注（１）
　
 湯澤賢之助氏『西村本の浮世草子』 （新典社、平
12）所収の影

印によるが、適宜 小説全集
　
下巻』 （勉誠社、昭
60）
を参照した。以下の引用も同じ。
（２）
　
 「貞享弐
次暦
乙丑／正月上澣日／神田新革屋町／西村半兵衛／京
師三条通／西村市郎右衛門／同八幡町通／坂上勝兵衛／刊行」 。
（３）
　
 『日本古典文学大事典』 （明治書院、平
10） 「浅草拾遺物語」 （中
嶋隆氏執筆） 。
（４）
　
注（３）同書「宗祇諸国物語」 （太刀川清氏執筆）等。
（５）
　
 『格致余論諺解』 （ 「元禄九年龍次丙子春三月穀旦／帝畿書舎／六角通西洞院西入町／西村市郎右衛門／烏丸手洗水町／ 氏九左衛門／武江書坊／神田新革屋町 同氏半兵衛／蔵版（三店に跨る） 」 を最後に半兵衛の刊行書は見られなくなる （中嶋隆氏 『初期浮世草子の展開』 「二章・一」若草書房、平８） 。ただし、塩村耕氏『近世前期文学研究』 （若草 房、平
16）所収「付録
　
近世前期江戸の出版界について」には、半兵衛の刊行書として「 『万病回春指南』元禄
12（京、 西村市郎右衛門と合） 」とあるが、
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当該書は未確認である。
（６）
　
 藤川雅恵氏「鷺水浮世草子の特質とその板元」 （ 『江戸文学と出版メディア』笠間書院、平
13） 。
（７）
　
長谷川強氏『浮世草子の研究』 （桜楓社、平３） 。

（二〇一五年九月二十九日受理）

（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）

本研究はＪＳＰＳ科研費２６３７０２４２の助成を受けたも です。
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